











～ 上下肢筋の機能的な役割分担と指導への応用 ～ 
Electromyography on the Teaching of Crosscountry Skiing Skills 
～ Functional differentiation of muscular work of limbs 
and its application to the teaching 
晴山紫恵子
Shieko RAREY AMA 
I 目 的
153 


























































被検者 性 年齢 身長 体重 経験歴
yrs cm kg yrs 
N. M 女 18 160.2 60.5 7 





N. M HAGAクラシカル 142.5cm クロスカントリー
走法用 RSX (310 g) スキ シーュー ズ
200cm (1450 g) (530 g) 
M. T カザマクラシカル 137.0cm クロスカントリー
走法用 SR (300 g) スキー シュー ズ
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図2a 段滑走および推進滑走時に主に上半身の筋から記録された筋電図
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図 2aにおいて先ず主に上半身の筋から導出した右乗り込み脚段滑走 （Double poling 
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クロスカント リー スキーではク ラシカル走法およびフ リー 走法の別を問わず，直滑降
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フ。フルー ケボーゲンの筋電図記録に示すR （右）およびL （左）は回転
外f.!IJ！却をあらわす。筋放電様相は本文に説明。
163 
( Downh1日），プフルーク・ファーレン （Pflug-Fahren ）およびプフjレー ク・ ボーゲン






































































































ロスカント リー スキーの位置づけは「二足の歩行」の人聞が行う 「四足の運動」にあった。四
足を利する点では本研究結果もその位置づけそれ自体は前提にはするが，今日のスキー技法を
分析すればそれはやはり「二足の運動」に帰結するところとなった。本研究がいう「二足」は
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